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佳
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中
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回
）

次
良
（新
４
回
）

勇
士
（新
Ю
回
）

正
（新
１７
回
Ｉ

古
事
東
新
１８
回
Ｉ

悦
雄
（新
２０
回
ｒ

英
作
（新
２７
回
γ

淳
子
（新
２７
回
ｒ

尚
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４３
回
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北
海
道
朝
陽
会
も
、
第
ν
公
回
日
を
迎
え
ま
し

た
．
池
上
先
輩
の
狭
拶
で
始
ま
り
、
し
ば
し
歓
談

の
後
、
恒
例
の
事
業
年
度
順
の
楽
し
い
自
己
紹
介

と
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

「六
中

健
児
の
歌
」
を
合
喘
、
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

北
海
道
朝
陽
会
を
創
設
し
、
十
回
ま
で
幹
事
を

務
め
ら
れ
た
松
野
さ
ん
御
夫
妻
が
、
夏
に
東
京
に

転
居
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
今
回
は
送
別

会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
よ
く
続

い
た
」

と
感
激
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
第
十

一
回
目
か
ら

は
古
村
が
、
世
話
役
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
．

軒
　
　
北
海
道
在
住
の
方
、
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
、

是
非
御
連
絡
下
さ
い
。
入
学
さ
れ
た
方
、
大
歓
迎

で
す
。
第
十

一
１１１
も
初
夏
の
上
昭
１１
に
、
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
う
予
定
で
す
じ
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